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レストパルF I型
UWKCA／UWKCB／UWKDA／UWKDB

このダイジェスト版は、おおよその施工の流れをご理解いただくためのものです。
施工にあたっては、施工説明書本編とあわせてご確認ください。

施工説明書本編にある安全上のご注意、施工上のご注意を必ずお守りください。
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後横桟

手洗器なしの場合

※図は手洗器あり左勝手の場合。
※図は手洗器ありの場合。

※図は手洗器ありの場合。
※図は手洗器ありの場合。
　手洗器なしの場合は、後横桟も取り付けが必要です。
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763 542ステップ1 1 後横桟 2 スタンド 3 壁側板 P.21P.19
P.24P.21本編
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床排水（排水心135mm） ・ 壁排水
床排水（排水心200mm）

１ 76543ステップ2 5 排水接続管 P.25P.22
P.28P.25本編

本編
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※図は手洗器ありの場合

棚板1 扉2
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扉の組み付け

棚板設置場所 仕上げ状態（目安）

手洗器なしタイプ 手洗器ありタイプ

トラスタッピンねじ
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化粧ねじ

W
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2 1 21
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※図は手洗器あり左勝手の場合。
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動作確認2

仕上げ状態（目安）

【手洗器なしタイプ】前板
【手洗器ありタイプ】天板前面

当たることを確認

トラスタッピンねじ
φ4×18または
φ4×20（1本）

手洗器あり 手洗器なし

クリップ差込穴に差し込む

W－4 

ねじって固定

排水穴
に挿入

左勝手の場合

右勝手の場合

※図は左勝手

トラスタッピンねじ
φ4×8（2本）

W寸法測定

仮固定(１カ所)

奥まで
差し込む 

手洗器を後壁・
横壁に押し当て
本固定

90

排水管カバーを
はめる

調整

固定 

適当な
長さに
カット

天板の
固定

2

2

0

W寸法測定

鬼目ナット側

天板の両端が壁をこすらないこと

調整

皿タッピンねじ
φ3.5×14（左右計4本）

トラスタッピンねじ
φ4×8（左右計４本）

軸に穴を
はめ込み固定

カット

開口側

カット
W－7 

奥側W

手前W

奥側W

手前W

狭い方を基準にする

トラス小ねじ
M4×8（5本）

トラス小ねじ
M4×5（1本）

パッキン

排水セット1

加工2 天板4

手洗器3 加工1

天板2

ダンパー3

底板4

1 1

1

1

2

3

4

2

1

2

2

3

7

6

8
9

1

4

2

3

4

5

3

5

1

2

2

2

1

3

3

4

3

3

セットタンク1

ウォシュレットの設置1 ホースの接続3

リモコンの設定・作動確認4

ホース・コードのはめ込み2
シール

トラス小ねじ
φ4×10（4本）

φ3×10（1本）奥壁側

ウォシュレット
後方

プラグ
（便器洗浄ユニット）

前板（上）1

ウォシュレット給水ホース

セットタンク給水ホース

P.33
P.37本編

本編

床排水（排水心135mm） ・ 壁排水
床排水（排水心200mm）

1 4

6

5

1

2

2

3
3

3

1

4

2

※図は手洗器ありの場合

棚板1 扉2

組み付ける

扉の組み付け

棚板設置場所 仕上げ状態（目安）

手洗器なしタイプ 手洗器ありタイプ

トラスタッピンねじ
φ4×10（2本）

化粧ねじ

W

棚板受け材棚板受け材

棚受ダボ

2 1 21

トラスタッピンねじ
φ4×18またはφ4×20（2本）

ラベルの張り付け

止水栓ラベル（GH04207Z）

便器洗浄ラベル（GH04208V）

本固定用
（ここでは使用しない）

15 仕上げ

【幅木がある場合】

2

3

4

5

2

1

1

A

B

A
B

3

W－20

カット1

※図は右側の棚板

※図は手洗器ありの場合。

※図は手洗器ありの場合。

※図は手洗器あり左勝手の場合。

2

止水栓側

奥側W

手前W

奥側W

手前W
狭い方を基準にする

面ファスナー
（3カ所）

P.37
P.41本編

本編

床排水（排水心135mm） ・ 壁排水
床排水（排水心200mm）

洗浄レバー2

50

150

10

10

皿ねじ

木口張り

木口張り

１ 762 5ステップ4
P.34P.30
P.38P.34本編

本編

床排水（排水心135mm） ・ 壁排水
床排水（排水心200mm）

3 9 セットタンク 10ウォシュレット 11 前板（上）

１ 73 62 4 ステップ5
P.36P.35
P.40P.39本編

本編

床排水（排水心135mm） ・ 壁排水
床排水（排水心200mm）12 棚板・扉

１ 73 42 5 13 天板ステップ6
P.46P.42
P.50P.46本編

本編

床排水（排水心135mm） ・ 壁排水
床排水（排水心200mm）

１ 3 4 52 6 ステップ7
P.47
P.51本編

本編

床排水（排水心135mm） ・ 壁排水
床排水（排水心200mm）14 リモコン 15 仕上げ
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